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JAFSA 会員の皆様へ 

 

お世話になっております。JAFSA 事務局 SBP ニュース配信担当でございます。 

JAFSA プラチナ・エグゼ賛助会員の「ICEF GmbH」様より 

「5/12（火）『留学生募集の多様化によるリスク軽減と持続可能な成長： 

 単一市場への依存からの脱却を目指して』ウェビナー」についてのご案内をいただきました。 

 

下記詳細をご確認いただき、周知のご協力の程お願い申し上げます。 

本件に関するお問い合わせは、ICEF GmbH 様までお願いいたします。 

 

――――――――――――――以下は案内文です―――――――――――――― 

 

JAFSA 会員大学関係者の皆様 

 

平素よりお世話になっております。 

JAFSA プラチナ・エグゼ賛助会員の ICEF 川合でございます。 

 

この度、国内主要教育機関のエキスパートの方々と国内留学エージェント様をお迎えし、JAFSA

様ご協力のもと、国内高等教育機関ご担当者の方々を対象とした ICEF 日本特別ウェビナー『留

学生募集の多様化によるリスク軽減と持続可能な成長：単一市場への依存からの脱却を目指し

て』を、5 月 12 日（火）に開催いたします。 

参加ご登録いただいた方々には、後日録画をご共有いたします。 

 

日本が国内外から多様な人材を受け入れる方針（J-MIRAI 等）を掲げる中、留学生数の拡大は多

くの高等教育機関にとって重要なテーマとなっています。一方で、地政学的リスクの増大、世界

経済の変動、そして外交関係の緊張といったグローバル社会の変化は、日本の大学が抱える留学

生募集における「集中リスク」という課題を浮き彫りにしています。 

 

公開されているデータによると、日本の外国人留学生の約 8 割が、中国、ネパール、ベトナム、

韓国、ミャンマーのわずか 5 カ国に集中している状況が明らかになっています。実際に、日本の

多くの教育機関では、留学生の受け入れが特定の市場に大きく依存しており、学外の予期せぬ情

勢変化に対して極めて脆弱な構造となっていることが指摘されます。本ウェビナーでは、特定の

市場に依存しない持続可能な成長を実現するため、いかに募集地域を戦略的に多角化すべきか、

その理論と実践に焦点を当てて詳しく考察します。 
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募集戦略の多角化に関する以下のトピックを中心に議論を深めます。 

 

１ 潜在力の高い新市場へのアプローチ：アジア、欧州、中東など、今後成長が見込まれる多様

な学生市場を開拓するための戦略 

 

２ 大学運営の安定化に向けた「募集地域の多角化」の推進：変動リスクを軽減し、安定した学

生数を確保するために、学生構成を多角化することの重要性。 

 

３ リスクを抑えた市場参入とパートナーシップ戦略：新規市場への参入において、投資とリス

クを抑えつつ、質の高いエージェントとの連携を通じてその実現を図る方法。 

 

４ 多様な留学生を受け入れるための学内調整と実践的プロセス：より多様な学生層の受け入れ

に向けた、入試・広報・募集戦略の実践的な見直し。 

 

募集戦略の転換やリスク管理を検討されている大学関係者の皆様にとって、次なる一歩を踏み出

すための視点を提供する貴重な機会となります。学内にて広くご共有いただけますと幸いです。 

 

参考資料： 

ICEF Monitor: Study finds strong agent interest in partnering with Japanese universities 

https://monitor.icef.com/2026/04/study-finds-strong-agent-interest-in-partnering-with-

japanese-universities/ 

 

▼ 日本特別ウェビナー ▼ 

『留学生募集の多様化によるリスク軽減と持続可能な成長：単一市場への依存からの脱却を目指

して』 

（協力：特定非営利活動法人 JAFSA） 

日  時：2026 年 5 月 12 日（火） 16:00 ～ 17:00（日本時間） 

開催形態：オンライン（Zoom ウェビナー） 

費  用：無料 

対  象：国内高等教育機関（大学、私立学校を含む）関係者 

お申込み：こちらの URL より参加ご登録ください。https://bit.ly/48Q4u5u (ZOOM 参加登録フ

ォーム) 

 

 

https://monitor.icef.com/2026/04/study-finds-strong-agent-interest-in-partnering-with-japanese-universities/
https://monitor.icef.com/2026/04/study-finds-strong-agent-interest-in-partnering-with-japanese-universities/
https://bit.ly/48Q4u5u
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※ ご登録いただいた皆様には、後日ウェビナーの録画をご共有いたします。 

  当日ご出席いただけない場合も上記からお申込みください。 

※ ウェビナーは ZOOM の同時通訳機能を活用し、日英両言語で行われます。 

 

■ 登壇者 

 

・太田 浩 教授 

 一橋大学 

 HGP (Hitotsubashi University Global Education Program) ディレクター 

 全学共通教育センター 教授 

 

・赤松 茂利 氏 

 早稲田大学 

 社会科学総合学術院（入試担当） 

 

・三輪 仁志 氏 

 立命館アジア太平洋大学 

 留学生募集・入試広報担当 

 アドミッションズ･オフィス(国際) 

 

・小山 弘樹 氏 

 iae グローバルジャパン株式会社 

 取締役社長 

 

・Martijn van de Veen（司会進行） 

 ICEF 

 最高事業開発責任者（CBDO） 

 

・川合 恵美 

 ICEF 

 事業開発マネージャー（日本）  

 

ご質問等がございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

当日は多くの皆様とお時間をご共有できますことを楽しみにしております。 



 

[jafsa-station:0029]【SBP ニュース】 

ICEF GmbH 様：【5/12（火）『留学生募集の多様化によるリスク軽減と持続可能な

成長：単一市場への依存からの脱却を目指して』ウェビナー】についてのご案内 

 

【お問い合わせ】 

ICEF GmbH  

担当：Martijn van de Veen、川合 恵美 

E メール： mvandeveen@icef.com 、 mkawai@icef.com 

弊社ウェブサイト（日本語）: https://www.icef.com/jp/ 

 

―――――――――――――――――以上――――――――――――――――― 

 

このメールは配信専用です。 

返信されないようお願いいたします。 

 

【配信元】特定非営利活動法人 JAFSA（国際教育交流協議会） 

info@jafsa.org （事務局代表アドレス） 

mailto:mvandeveen@icef.com
mailto:mkawai@icef.com
https://www.icef.com/jp/
info@jafsa.org

